
 

令和５年度学芸員資格認定試験問題 
 
 

博 物 館 教 育 論 
 

 

（解答はすべて解答用紙に記入し、この問題用紙に記入しないこと。） 

 

１．次の博物館法の一部を改正する法律案（令和４年４月１５日付け文化庁次長通知）の概

要の①～⑩の（   ）について、下の   の中から当てはまる語句を選び、文を完成

させ、解答欄にはその記号を記しなさい。（各１点） 
 
博物館の事業（第３条第１項第３号及び第１１号関係）  

○博物館資料に係る電磁的記録を作成し、（ ① ）すること 

○学芸員その他の博物館の事業に従事する人材の（ ② ）及び研修を行うこと 

 

他の博物館等との協力等 （第３条第２項及び第３項関係） 

○博物館は、他の博物館等との間において、資料の相互貸借、（ ③ ）の交流、刊行物及

び情報の（ ④ ）等の活動を通じ、相互に連携を図りながら協力するよう努めるものと

する 

○博物館は、その事業の成果を（ ⑤ ）するとともに、地方公共団体、（ ⑥ ）、社

会教育施設等の関係機関及び（ ⑦ ）と相互に連携を図りながら協力し、当該博物館

が所在する地域における（ ⑧ ）、学術及び文化の振興、文化観光等の活動の

（ ⑨ ）を図り、もって地域の活力の向上に（ ⑩ ）するよう努めるものとする 

 
 
    ア 民間団体   イ 地域住民     ウ 推進   エ 発信   オ 提供     

 

カ 職員  キ 学芸員  ク 交換  ケ 教育    コ 調査    サ 公開    

 

シ 育成  ス 寄与   セ 学校  ソ 研究所  タ 協力   チ 課題    

 

ツ 養成  テ 支援   ト 活用 
  
 

  



 

２．次の説明の（   ）の中に当てはまる用語について、   の中から当てはまる記号

を１つ選びなさい。（各２点） 

 

（１） 「博物館法の一部を改正する法律」の施行では、昭和２４年（１９４９）制定の社

会教育法に加えて、（   ）の精神にも基づくことを定めている。 

 
（２） 小学校学習指導要領（社会科）において、県内の伝統や文化、先人の働きについて、

博物館や資料館などの活用を図ることを記載しているのは、第（   ）である。 

 
（３） 平成３０年（２０１９）に日本で初めての開催となった国際博物館会議（ICOM）京

都大会において「（   ）をつなぐミュージアム」という理念の徹底が採択された。 

                                                                                               
（４） 「博物館法制度の今後の在り方について」では、これからの博物館に求められる役

割・機能として、５つの方向性が示された。その中の「育む」では、（   ）へ

の学びの提供とある。 

 
（５） 障害のある者とない者が共に学ぶことを通して、共生社会の実現に向けたインクル

ーシブ教育を受けて、障害のある人の学びの場として先進的な取組をしているのは、

（   ）である。 
                         

ア メトロポリタン美術館  イ 大英博物館  ウ ルーブル美術館  エ 東京国立博物館 

 

  

ア 教育基本法   イ 文化財保護法   ウ 文化観光推進法  エ 文化芸術基本法 

ア ３学年       イ ４学年        ウ ５学年        エ ６学年 

ア 市民         イ 地域         ウ 文化         エ 社会 

ア 生涯学習       イ 学校教育       ウ 多世代      エ 次世代 



 

３．博物館教育について記述した（Ａ）～（Ｅ）の文章を読み、それぞれ誤っているものの

記号を１つ選びなさい。（各２点） 

 

Ａ.博物館の歴史 

ア.本草学を習得し、蘭学者、戯作者、浄瑠璃作者、鉱山技師として活躍した平賀源内は、

全国の特産品を集めた日本初の博覧会を開き、「物類品隲」を刊行した。 

 

イ.１８６７年にパリの万国博覧会に参加し、昆虫標本を出展した田中芳男は、「ヤマトグ

サ」など１５００を超える数の植物の新種に学名を付け、約４０万点にものぼる植物標本

を遺した。 

 

ウ.柳宗悦は、名も無き職人の手から生み出された日常の生活道具を「民藝」と名づけ、美

は生活の中にあるとし、より良い生活とは何かを提起する民藝運動を展開し、民藝品のも

つ美しさを引き出す日本民藝館を創設した。 

 

エ.日本銀行の総裁をつとめた渋澤敬三は、「アチックミューゼアムソサエティ」を創設し、

庶民の暮らしを記憶している郷土玩具、民具などを記録、収集した。 

 

 

Ｂ.新しい学力 

ア.キー・コンピテンシーとは、「単なる知識や技能の習得を越え、共に生きるための学力を

身につけて、人生の成功と良好な社会を形成するための鍵となる能力概念」のことをい

う。 

 

イ.キー・コンピテンシーの第１のカテゴリーは、コンピューターのような物理的な道具、

および言語、情報、知識といった社会文化的な道具を活用して、自らを取り巻く環境や

他者と対話し、世界に働きかける言葉の力、科学的思考力、テクノロジー活用力などで

構成される。 

 

ウ.第２のカテゴリーは、多様化・断片化しつつある社会の中で、異なる歴史・文化・社会

経済背景などを持つ人々と関係を構築し、共に学び、生活し、働く力で構成される。 

 

エ.第３のカテゴリーは、不易と流行を理解し、未来を読み解き、洞察する力で、それを育

むためには、情報とアートをリンクした新しい学びのデザインが求められている。 

 

 



 

Ｃ.博物館の新しい動き 

ア.総務省は、産業特性や観光資源の活用を学ぶことができる e-ラーニング教材「地方創生

カレッジ」を運用し、履修証明を発行している。 

 

イ.文化庁は、全国の博物館・美術館等から提供された作品や国宝・重要文化財などをデー

タベース化し、各地の文化芸術をどこにいても楽しめる環境整備をめざし、文化遺産オ

ンラインを整備している。 

 

ウ.日本博は、バーチャルの世界でデジタルコンテンツを発信し､「日本の美」を体験して学

ぶことができるプラットフォームである。 

 

エ.Living Historyは、欧州を中心に行われている取組で、お城や古い町並みなどを舞台に

当時の出来事や生活を再現し、訪問者が「見る」「体験」することによって、文化財を生

きた歴史として体感する取り組みである。 

 

 

Ｄ.人生１００年時代に新しい学び 

ア.学校教育から離れた後も、生涯にわたってそれぞれのタイミングで学び続け、必要に応

じて就労と学習を交互に繰り返す仕組みをリカレント教育という。 

 

イ.新しい職業に就くために、あるいは、今の職業で必要とされるスキルの大幅な変化に適

応するために、必要なスキルを獲得することをリスキングという。 

 

ウ.アンドラゴジーとは「学習棄却」「学びほぐし」とよばれ、これまで培ってきた価値観を

取捨選択し、新しい価値観・知識を身に付けることを指す。 

 

エ.レディネスとは、何かを学習する際に必要となる条件や、心身の準備、環境などが整っ

ており、学習の準備ができている状態を表す。 

 

 

Ｅ.物語コンテンツ 

ア.伝えたいことを補強するためにストーリー（物語）を語る事で相手に深い理解と印象を

与える手法をストーリーテリングという。 

 

イ.デジタル機器を利用し、画像を制作者自身が録音した語りでつなげ、ストーリーを制作・

発表する活動をデジタルストーリーテリングという。 



 

 

ウ.ギャラリートークとは、ファシリテーターとの対話をとおして他者とのちがいに気づい

たり、自分自身との対話を通して自分なりのストーリーの組み立て方を学び、創造力を

育む学びのアプローチである。 

 

エ.インターネットの仮想スペースで、アバターという自分自身の化身となるキャラクター

になりきって、他のユーザーとコミュニケーションする「メタバース」は、現実世界で

はできない疑似体験を可能にし、人々の想像力を育む教育アプローチとして研究開発が

進んでいる。 

 

 

  



 

４．次の文を読み，正しいものに○，正しくないものに×を記入しなさい。（各２点） 

 

（１）平成３０年（２０１８）に文部科学省は、「Society5.0 に向けた人材育成 ～社会が

変わる、学びが変わる～」において、STEAM教育に対する取り組みを発表した。文部科学省

では、STEM（Science, Technology, Engineering, Mathematics）に加え、芸術、文化、生

活、経済、法律、政治、倫理等を含めた広い範囲で Aを定義し、各教科等での学習を実社会

での問題発見・解決に生かしていくための教科等横断的な学習を推進している。 

 

 

（２）「文化観光拠点施設を中核とした地域における文化観光の推進に関する法律」は、文

化についての理解を深める観光、「文化観光」振興を図る仕組みをつくるものである。博物

館や美術館、社寺、城郭など「文化観光拠点施設」は、DMOや旅行会社などと連携しながら

これらを中核とした観光振興に取り組む事業計画を主務大臣（文部科学大臣、国土交通大

臣）が認定し、支援することができる。 

 

 

（３）東京国立博物館と国立国会図書館は、平成４年（２００５）からグーグルブックスプ

ロジェクトと協働で、著作権切れ、絶版している書籍を電子化し、OPAC（オンライン蔵書目

録）に置き、市民に提供している。 

 

 

（４）国立科学博物館は、令和２年（２０２０）から７〜１１歳向けプログラム、「Dino Snores 

for Kids（キッズのための恐竜のいびき）」では、子供達が寝袋を持ち込んでミュージアム

の中で宿泊し、懐中電灯を持って館内探索し、サイエンスショー、読み聞かせなどを体験す

るアクティビティをスタートした。 

 

 

（５）「自然」、「アクティビティ」、「文化体験」の３要素のうち２つ以上で構成される旅行

をアドベンチャーツーリズムという。プログラムへの参加者は、体験を通して自分自身の変

化や成長、学び等の充実を目的としている。プログラムの提供者は、コンテンツの質の高さ

に加え、参加者それぞれの興味・関心に応じたテーマ・ストーリー性のある学びのプログラ

ムを開発、提供する必要がある。 

 

  



 

 

５．次の文は、牧野富太郎の『植物知識』から一部を抜粋したものです。この文を参考に設

問に解答しなさい。（３０点） 

 

（１）ドクダミの植物学的な定義を簡潔に記述しなさい。 

（２）ドクダミの物語化を行い、誰もが楽しく学ぶことができる解説パネルを３５０字以内

で記述しなさい。 

 

「ドクダミ」 

ドクダミと呼ぶ宿根草
しゅっこんそう

があって、たいていどこでも見られる。人家
じ ん か

のまわりの地にも多

く生じており、摘
つ

むといやな一種の臭気
しゅうき

を感ずるので、よく人が知っている。また民間では

これを薬用に用いるので有名でもある。ドクダミとは毒痛
どくいた

みの意だともいわれ、またあるい

は毒を矯
た

め除
のぞ

くの意だともいわれ、身体の毒を追い出すに使われている。また頭髪
とうはつ

を洗うに

も使われ、またあるいは風呂
ふ ろ

に入れて入浴する人もある。すなわち毒を除くというのが主で

ある。佐渡
さ ど

ではドクマクリというそうだが、これは毒を追い出す意味であろう。 

 この草の中国名は蕺
しゅう

であるが、ドクダミは今日
こんにち

日本での通名である。これをジュウヤク

というのは蕺
しゅう

薬
やく

の意、またシュウサイというのは蕺
しゅう

菜
さい

の意である。草の臭気
しゅうき

に基
もと

づきイヌ

ノヘドクサといい、その地下茎
ち か け い

は白く細長いからジゴクソバの名がある。またボウズグサ、

ホトケグサ、ヘビクサ、ドクグサ、シビトバナなどの各地方言があるが、みなこの草を唾棄
だ き

したような称で、畢竟
ひっきょう

不快なこの草の臭気
しゅうき

を衆人
しゅうじん

が嫌
きら

うから、このように呼ぶのである。

馬を飼
か

うに十種の薬の効能
こうのう

があるから、それで十薬という、といわれているのはよい加減
か げ ん

に

こしらえた名で、ジュウヤクとは実は蕺
しゅう

薬
やく

から来た名である。 

 この草は春に苗
なえ

を生ずるが、それは地中に蔓延
まんえん

せる細長い地下茎
ち か け い

から出て来る。茎
くき

は直立

して三〇センチメートル内外となり、心臓状円形で葉裏帯紫色の厚い
あ つ い

柔
やわ

らかな全辺葉
ぜんぺんよう

を

互生
ご せ い

し、葉柄本
ようへいほん

に托葉
たくよう

を具
そな

えている。茎
くき

の梢
こずえ

に直径一～二センチメートルの白花を開くが、

その花は四花弁
か べ ん

があるように見えるけれど、これは花弁を粧
よそお

うている葉の変形物なる苞
ほう

で

ある。そしてその花の中央から一本の花軸
か じ く

が立って、それに多数の花を着
つ

けているが、しか

しその花はみな裸で萼
がく

もなければ花弁もなく、ただ黄色葯
おうしょくやく

ある三雄蕊
ゆうずい

と一雌蕊
し ず い

とのみを持

っているにすぎなく、まことに簡単至極
かんたんしごく

な花ではあるが、これに引き換
か

えその白色四片
へん

の苞
ほう

はたいせつな役目を勤
つと

めている。 

 すなわち目に着
つ

くその白い色を看板
かんばん

にして、昆虫を招いているのである。昆虫はこの

白看板
しろかんばん

に誘
さそ

われて遠近から花に来
きた

り、花中
かちゅう

に立っている花軸
か じ く

の花を媒助
ばいじょ

してくれるのであ

る。けれども昆虫はただでは来
こ

なく、利益交換
りえきこうかん

の蜜
みつ

が花中にあるので、それでやって来
く

るの

である。この草が群をなして密生
みっせい

している所では、草の表面にその白花が緑色の葉を背景に

点々とたくさんに咲いていて、すこぶる 趣
おもむき

がある。 

 このドクダミははなはだ抜き去り難
がた

く、したがって根絶
こんぜつ

せしめることはなかなか容易で



 

なく、抜いても抜いても後
あと

から生
は

え出るのである。それもそのはず、地中に細長い

白色地下茎
はくしょくちかけい

が縦横
じゅうおう

に通っていて、苗
なえ

を抜く時にそれが切れ、依然
い ぜ ん

として地中に残り、その

残りからまた苗
なえ

が生
は

えるからである。この地下茎
ち か け い

を蒸
む

せば食用にするに足
た

るとのこと、また

地方によりこれから澱粉
でんぷん

を採
と

って食
しょく

しているところがある。 

 この草は日本と中国との原産で、もとより欧米
おうべい

にはない。欧州のある植物園では非常に珍

しがって、たいせつに栽培してあるとのことだ。 

 このドクダミはハンゲショウ科に属し、Houttuynia cordata Thunb. の学名で世界に通

っている。この属名はオランダの学者で日本の植物をも書いたホッタインの姓
せい

を取ったも

のだ。種名のコルダタは心臓形の意で、その葉形
ようけい

に基
もと

づいて名づけたわけだ。 

 

 

 

６．改正された博物館法第３条では、他の博物館等と連携すること、及び地域の多様な主体

との連携・協力による文化観光その他の活動を図り地域の活力の向上に取り組むことを

努力義務とするとしているが、地域における教育活動の中核を担う学校教育とは、どのよ

うな連携活動を展開することができるか、実際に行っている博物館での事例を通して、自

分の考えを４００字以内で述べなさい。（３０点） 

 

 


